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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成24年2月2日(2012.2.2)

【公表番号】特表2011-511970(P2011-511970A)
【公表日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2010-540766(P2010-540766)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３１０Ａ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３４０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ  13/00    ５１０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月7日(2011.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューターによって実現される方法であって、
　ブラウザーアクセス可能項目と関連するメタデータを維持するステップであって、前記
メタデータは、項目と関連するタイトル、項目と関連するＵＲＬ、ユーザーによって項目
が訪問された最後の日付、ユーザーによって項目が訪問された頻度、及び項目がリストか
ら選択されたか否かを含む、ステップと、
　数値的な重みを前記メタデータに割り当て、維持されているメタデータの全体的関連性
との関係で特定のメタデータがどのくらい重要であるかを表すステップと、
　重み付けされたメタデータを、関連性アルゴリズムを用いて処理するステップと、
　１又は複数の項目へのアクセスと関連するユーザー行為を受け取るステップと、
　前記ユーザー行為を受け取ったことに応答して、前記ユーザー行為と前記関連性アルゴ
リズムの出力とに基づいて、１又は複数の提案を提示するステップであって、提案のタイ
プに従ってグループ分けされた前記１又は複数の提案を表示することを含み、提案の個々
のタイプは、関連する提案を提示させるブラウザーと関係する異なるユーザー行為と関連
する、ステップと、
を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記ユーザー行為はウェブ・ブラウザーのユーザー・イ
ンターフェースにテキストを入力することである、方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法において、前記ウェブ・ブラウザーのユーザー・インターフェース
は前記テキストがタイプ入力されたアドレス・バーを含む、方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、前記ユーザー行為はウェブ・ブラウザーと関連するドロ
ップ・ダウン・メニューへのアクセスを含む、方法。
【請求項５】
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　請求項４記載の方法において、前記ドロップ・ダウン・メニューはブラウザーのアドレ
ス・バーと関連して提供される、方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法において、前記メタデータは項目が最後に変更された日付を更に含
む、方法。
【請求項７】
　請求項１記載の方法において、前記メタデータは、項目と関連する未読カウント、項目
と関連するストリング全体を前記ユーザーがタイプ入力したか否か、ユーザーが前記ペー
ジとどのように相互作用したか、項目と関連するタグ又はキー・ワード、及びユーザーに
よって提供された項目がフル・テキスト検索において用いられたか否か、の中の１又は複
数を更に含む、方法。
【請求項８】
　コンピューター可読命令が記憶されている１又は複数のコンピューター可読記憶媒体で
あって、前記コンピューター読み取り可能命令が実行されると、
　ブラウザーアクセス可能項目と関連するメタデータを維持するステップであって、前記
メタデータは、項目と関連するタイトル、項目と関連するＵＲＬ、ユーザーによって項目
が訪問された最後の日付、ユーザーによって項目が訪問された頻度、及び項目がリストか
ら選択されたか否か、の中の１又は複数を含む、ステップと、
　数値的な重みを前記メタデータに割り当て、維持されているメタデータの全体的関連性
との関係で特定のメタデータがどのくらい重要であるかを表現するステップと、
　重み付けされたメタデータを、関連性アルゴリズムを用いて処理するステップと、
　１又は複数の項目へのアクセスと関連するユーザー行為を受け取るステップと、
　前記ユーザー行為を受け取ったことに応答して、前記ユーザー行為と前記関連性アルゴ
リズムの出力とに基づいて提案を提示するステップであって、前記提案は異なるタイプに
従ってグループ分けされていて、前記提案の少なくとも１つは、提案のタイプに少なくと
も部分的に基づいて、前記提案の中の別の提案とは異なるパラメータを前記関連性アルゴ
リズムのために用いる、ステップと、
を含む方法をコンピューターに実行させる、１又は複数のコンピューター可読記憶媒体。
【請求項９】
　請求項８記載の１又は複数のコンピューター可読記憶媒体において、１つのタイプがＵ
ＲＬタイプを含む、１又は複数のコンピューター可読記憶媒体。
【請求項１０】
　請求項８記載の１又は複数のコンピューター可読記憶媒体において、１つのタイプが履
歴タイプを含む、１又は複数のコンピューター可読記憶媒体。
【請求項１１】
　請求項８記載の１又は複数のコンピューター可読記憶媒体において、１つのタイプがお
気に入りタイプを含む、１又は複数のコンピューター可読記憶媒体。
【請求項１２】
　請求項８記載の１又は複数のコンピューター可読記憶媒体において、前記１つのタイプ
がＲＳＳタイプを含む、１又は複数のコンピューター可読記憶媒体。
【請求項１３】
　請求項８記載の１又は複数のコンピューター可読記憶媒体において、タイプが、ＵＲＬ
タイプ、履歴タイプ、お気に入りタイプ、及びＲＳＳタイプを含む、１又は複数のコンピ
ューター可読記憶媒体。
【請求項１４】
　コンピューター可読命令が記憶されている１又は複数のコンピューター可読記憶媒体を
備えたシステムであって、前記コンピューター可読命令は、実行されると、
　　ブラウザーアクセス可能項目と関連するメタデータを維持するステップであって、前
記メタデータは、項目と関連するタイトル、項目と関連するＵＲＬ、ユーザーによって項
目が訪問された最後の日付、ユーザーによって項目が訪問された頻度、及び項目がリスト
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から選択されたか否かを含む、ステップと、
　　数値的な重みを前記メタデータに割り当て、維持されているメタデータの全体的関連
性との関係で特定のメタデータがどのくらい重要であるかを表すステップと、
　　重み付けされたメタデータを、関連性アルゴリズムを用いて処理するステップと、
　　１又は複数の項目へのアクセスと関連するユーザー行為を受け取るステップと、
　　前記ユーザー行為を受け取ったことに応答して、前記ユーザー行為と前記関連性アル
ゴリズムの出力とに基づいて、１又は複数の提案を提示するステップであって、提案のタ
イプに従ってグループ分けされた前記１又は複数の提案を表示することを含み、提案の個
々のタイプは、関連する提案を提示させるブラウザーと関係する異なるユーザー行為と関
連する、ステップと、
　を含む方法をコンピューターに実行させる、システム。
【請求項１５】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記ユーザー行為はウェブ・ブラウザーのユーザ
ー・インターフェースにテキストを入力することである、システム。
【請求項１６】
　請求項１５記載のシステムにおいて、前記ウェブ・ブラウザーのユーザー・インターフ
ェースは前記テキストがタイプ入力されたアドレス・バーを含む、システム。
【請求項１７】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記ユーザー行為はウェブ・ブラウザーと関連す
るドロップ・ダウン・メニューへのアクセスを含む、システム。
【請求項１８】
　請求項１７記載のシステムにおいて、前記ドロップ・ダウン・メニューはブラウザーの
アドレス・バーと関連して提供される、システム。
【請求項１９】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記メタデータは項目が最後に変更された日付を
更に含む、システム。
【請求項２０】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記メタデータは、項目と関連する未読カウント
、項目と関連するストリング全体を前記ユーザーがタイプ入力したか否か、ユーザーが前
記ページとどのように相互作用したか、項目と関連するタグ又はキー・ワード、及びユー
ザーによって提供された項目がフル・テキスト検索において用いられたか否か、の中の１
又は複数を更に含む、システム。
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